
領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
に
関
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

総
則

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
と
っ
て
海
洋
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
我
が
国
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で

重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
方
法
、
外
国
船
舶
の
航
行
の
規
制
に
関
す
る
措
置

そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
の
秩
序
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ

の
不
審
な
行
動
を
抑
止
し
、
も
っ
て
領
海
等
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
第
一
条
関
係
）

二

定
義

１

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
領
海
等
」
と
は
、
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
内
水
」
と
は
、
我
が
国
の
内
水
の
う
ち
、
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五

十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
直
線
基
線
に
よ
り
新
た
に
我
が
国
の
内
水
と
な
っ
た
部
分
を
い

う
も
の
と
す
る
こ
と
。



３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
外
国
船
舶
」
と
は
、
船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
日

本
船
舶
以
外
の
船
舶
（
軍
艦
及
び
各
国
政
府
が
所
有
し
又
は
運
航
す
る
船
舶
で
あ
っ
て
非
商
業
的
目
的
の
み
に
使
用
さ

れ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
船
長
等
」
と
は
、
船
長
又
は
船
長
に
代
わ
っ
て
船
舶
を
指
揮
す
る
者
を
い
う
も
の
と
す
る
こ

と
。

（
第
二
条
関
係
）

第
二

外
国
船
舶
の
航
行
方
法
等

一

領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
方
法

１

領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
は
、
通
過
（
内
水
に
お
い
て
は
、
新
内
水
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
我
が

国
の
港
に
あ
る
水
域
施
設
等
と
の
往
来
を
目
的
と
し
て
継
続
的
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
関
係
）

２

外
国
船
舶
の
船
長
等
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
領
海
等
に
お
い
て
、
停
留
等
を
伴
う
航
行
を

さ
せ
、
及
び
内
水
（
新
内
水
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
我
が
国
の
港
に
あ
る
水
域
施
設
等
に
出
入
り
し
な

い
航
行
（
以
下
「
通
過
航
行
」
と
い
う
。
）
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
条
関
係
）



二

外
国
船
舶
の
通
報
義
務

１

外
国
船
舶
の
船
長
等
は
、
領
海
等
に
お
い
て
当
該
外
国
船
舶
に
停
留
等
を
さ
せ
、
又
は
内
水
に
お
い
て
当
該
外
国
船

舶
に
通
過
航
行
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
通
報
事

項
を
最
寄
り
の
海
上
保
安
庁
の
事
務
所
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

１
の
通
報
を
受
け
た
海
上
保
安
庁
の
事
務
所
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
通
報
に
係
る
外
国
船

舶
の
船
長
等
に
対
し
て
、
助
言
又
は
指
導
を
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
条
関
係
）

三

外
国
船
舶
に
対
す
る
立
入
検
査

海
上
保
安
庁
長
官
は
、
領
海
等
に
お
い
て
現
に
停
留
等
を
伴
う
航
行
を
行
っ
て
お
り
、
又
は
内
水
に
お
い
て
現
に
通
過

航
行
を
行
っ
て
い
る
外
国
船
舶
と
思
料
さ
れ
る
船
舶
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
当
該
停
留
等
を

伴
う
航
行
又
は
当
該
通
過
航
行
を
行
っ
て
い
る
理
由
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
海
上
保
安
官
に
、
当

該
船
舶
へ
の
立
入
検
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
条
関
係
）

四

外
国
船
舶
に
対
す
る
退
去
命
令

海
上
保
安
庁
長
官
は
、
三
の
立
入
検
査
の
結
果
、
当
該
船
舶
の
船
長
等
が
一
の
２
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は



、
当
該
船
長
等
に
対
し
、
当
該
船
舶
を
領
海
等
か
ら
退
去
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
七
条
関
係
）

第
三

そ
の
他

管
区
海
上
保
安
本
部
長
へ
の
海
上
保
安
庁
長
官
の
権
限
の
委
任
、
罰
則
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

（
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
関
係
）

第
四

附
則

一

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
項
関
係
）

二

関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
項
関
係
）


